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三相ダイオードブリッジ整流器
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三相ダイオードブリッジ整流器

1 概要
このデモは、構成可能な容量性または誘導性負荷を備えた三相全波ダイオードブリッジ

整流器を紹介しています。三相整流器は6パルス整流器とも呼ばれ、産業用途や高出力

用途で一般的です。

図1: 三相ダイオード整流器
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2 電気モデル
ダイオード整流器はAC/DC変換に使用し、AC入力からDC出力の方向にのみ電流が流し

ます。全波整流器は、正弦波入力波形を入力周波数の2倍の正の半正弦波に変換します。

単相整流器の場合、出力電圧波形はAC入力電圧の絶対値になります。ただし、三相平衡

電流を流すブリッジ整流器の場合、DC側の出力電圧は、グリッド周波数の1周期あたり6つ

のパルスを示します。

出力電圧 グリッド側のインダクタンス(Ls = 0)と容量性負荷のない6パルス整流器の平均

	 出力電圧は、次のように計算します:

		  Vout =
3 · V̂LL

π

	 ここで、̂V LLはライン間AC電圧の振幅です。

	 グリッド側のインダクタンスにより、有限時間間隔で電流はダイオード間を転流します。この

	 影響により、Ls > 0の場合、平均出力電圧は低下します。Vdcの式は[1]に変化します。

		
Vdc =

3
π ( )V̂ ωL iLL s d

負荷 整流器システムの負荷は、容量性負荷または誘導性負荷のいずれかを選択できる構成

	 可能なサブシステムとして実装しています。容量性負荷の場合はDC電圧と負荷電圧が

	 同じであり、誘導性負荷の場合はDC電流と負荷電流が同じであることに注意してください。

3 シミュレーション
デフォルトのラインインダクタンスLs = 100μHでシミュレーションを実行し、整流器入力電圧

の転流間隔を観察します。転流間隔中、整流器の入力電圧はゼロに留まり、平均Vdcが低下

します。 これは、Ls = {0, 30, 100}μHの線路インダクタンス値に対するさまざまなシステム量

を示す図2で見ることができます。
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図2: 有限ラインインダクタンスの転流間隔を示すシミュレーションの結果

負荷パラメータを調整し、その結果生じるDC側波形を観察します。たとえば、負荷インダク

タンスが大きいほどDC電圧リップルが減少することを確認してください。それぞれの負荷

タイプのみがアクティブな場合、波形は負荷パラメータの変更を反映することに注意して

ください(誘導負荷サブシステム構成がアクティブなときに静電容量値を変更しても、シミュ

レーション結果には影響しません)。
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